
１．功労賞

　

☆中　井　　　博（72歳）　

　先生は、昭和34年に大阪市立大学を卒業後、大

阪市立大学で構造工学の研究と教育に専念され、

橋梁を中心とした土木構造物、特に鋼構造物の振

動、座屈、耐荷力、疲労特性、耐震性、維持管理

および合成・複合構造の開発に関して優れた研究

成果を挙げられると同時に、数多くの後進の養成

に努めてこられ、斯界の発展に尽力されました。

　学外では構造設計技術に関する高い見識から、

永年、土木学会、日本鋼構造協会、米国土木学会

（ASCE）、国際構造工学会（IABSE）等の国内外の

学会に参画され、各種の審議会や団体で、構造物

の設計を中心とした貴重な技術的指導を行って来

られました。また、土木学会論文賞や田中賞を受

賞されるなど、各方面で幅広いご活躍をされ、そ

の功績はまことに偉大なものがあります。

　本会に関しては、数十年の長きにわたり道路橋

調査研究委員会に参画され、平成10年から平成14

年までは、本委員会の委員長として委員会活動の

中心的役割を担ってこられ、その幅広い視野と深

い見識を活かして、熱心な指導を頂きました。

　このように、斯界及び本会の発展に寄与された

功績は極めて大きいものです。

☆渡　邊　英　一（65歳）　

　先生は、昭和39年に京都大学を卒業後、米国ア

イオワ州立大学、京都大学で構造工学の研究と教

育に専念され、橋梁を中心とした土木構造物、特

に鋼構造物の強度、座屈特性、耐震性、浮体構造

物、維持管理に関して優れた研究成果を挙げられ

ると同時に、数多くの後進の養成に努めてこられ、

斯界の発展に尽力されました。

　学外では、土木学会副会長を歴任されたほか、

構造設計技術に関する高い見識から、国際構造工

学会（IABSE）等の国内外の学会に参画され、各

種の審議会や団体で、構造物の設計を中心とした

貴重な技術的指導を行って来られました。また、

土木学会論文賞を受賞されるなど、各方面で幅広

いご活躍をされ、その功績はまことに偉大なもの

があります。

　本会に関しては、数十年の長きにわたり道路橋

調査研究委員会に参画され、平成14年からは、本

委員会の委員長として委員会活動の中心的役割を

担ってこられ、その幅広い視野と深い見識を活か

して、熱心な指導を頂きました。

　現在は、これまでの見識を基に、既存の社会基

盤施設の維持管理、長寿命化に関する各種研究会

やフォーラムに参画され、アセットマネージメン

トに関する研究に取り組まれておられます。

　このように、斯界及び本会の発展に寄与された

功績は極めて大きいものです。

☆佐々木　茂　範（70歳）　

　氏は、本会において平成２年幹事長に就任され

て以来、現在に至るまで、幹事長、副会長、評議

員として、長年にわたって会長を補佐し、本会の

運営に携わってこられました。

　また、昭和35年から平成13年まで、大阪市及び

大阪市道路公社において、道路行政に携わられ、

橋梁設計、交通安全施設、都市計画道路整備など

において、その企画等に指導的な役割を担われて

おります。特に、わが国では最大規模の鋼床版２

主桁橋である新十三大橋の設計をはじめとして、

大阪市内の膨大な数の横断歩道橋建設の企画設計

をされる等、大阪市の橋梁建設に多大な貢献をさ

れております。平成２年の花と緑の国際博覧会で

は、施設整備のリーダーとして、その任を全うさ

れ、博覧会を成功に導いています。

　さらに、土木学会においては、理事を務められ

るとともに、橋梁技術に関する専門的な見識を有

していることから、田中賞の選考委員を務められ

るなど、学会活動においても重責を果たされてお

ります。

　このように、長年にわたる氏の功績は顕著なも

のがあり、本会の育成・発展に特に功績が大きな

ものがあります。

なか　　 い 　　　　　 ひろし

わた　　 べ 　　えい　　いち

さ　さ　き　　 しげ　　のり
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☆北　浪　邦　夫（70歳）　

　氏は、平成８年に本会の幹事に就任されて以来、

現在に至るまで、幹事、評議員として本会の運営

に関する重要事項の決定に参画されており、長年

にわたって本会の運営にご協力をいただいており

ます。

　また、業界においては、兵庫県建設業協会監事

として、並びに神戸商工会議所西神戸支部支部長

として、本会との連携役を果たされ、地域の発展

に多大な功績を残されるとともに、平成16年度に

は、永きに亘り神戸市土木協力会の会長として、

災害復旧工事など土木工事に貢献したことで、神

戸市産業功労者表彰を授賞されました。

　一方、丸正建設株式会社においては、会社創立

以来、近畿地方の主要プロジェクト等に数多く携

わり、地域の開発、地域経済の発展、住民生活の

向上に大きく貢献されるとともに、これらの経験

と見識をもとに本会に対しても貴重なご意見をい

ただいているところであります。

以上のことから、本会の発展に多大な功績があっ

たものです。

２．優秀作品賞

　

☆鋼−コンクリート複合橋脚の建設　

阪神高速道路㈱京都建設部　

　阪神高速道路８号京都線（上鳥羽～第二京阪）

は京都市内で初めて開通する都市内高速道路であ

り、第二京阪道路と接続することにより、大阪や

神戸など近畿各地につながる「京都の玄関口」と

なる路線で、京都市南部地区の幹線道路における

交通渋滞を緩和し、広域幹線道路ネットワークへ

のアクセスが円滑になることが期待される。当該

路線は京都市南部の新しい都市計画のなかで計画

された道路であり、当該地区の主たる街路である

油小路通上に計画された。

　一方、油小路通ではその道路の地下には既に共

同溝が建設されており、また将来には地下鉄延伸

線も建設されることが計画されており、密集した

非常に狭隘な地下空間のなかで高架道路の基礎を

計画する必要があった。上部構造の支持条件の関

係上、鋼製橋脚にならざるを得ない場所があった

が、このような条件下で、鋼製橋脚に不可欠なア

ンカーフレーム構造物を埋設できる基礎を建設で

きる余裕がない場所があった。

　この制約条件を克服するため、基礎構造からは

コンクリート橋脚を立ち上げ、橋脚の中間高さで

鋼製橋脚に接合する鋼－コンクリート複合橋脚を

提案した。設計では、コンクリート橋脚と鋼製橋

脚との接合部は発生曲げモーメントが最も小さく

なる柱中間高さ部（門型橋脚の面内方向）で接合

することにより、複合部の位置の設計の自由度を

広げるとともに、複合部はコンクリート橋脚に鋼

製橋脚をかぶせた構造とし、ずれ止め（接合）構

造として「孔あき鋼板ジベル（ＰＢＬ）」（補剛

材に穴を設け、穴とコンクリートの骨材とのかみ

合わせによりせん断抵抗力を得る構造）を採用し、

複合部の応力伝達構造を簡略化した。

　検証実験の結果、ＰＢＬは有効に作用し、ＰＢ

Ｌを有する複合部はコンクリート橋脚から鋼製橋

脚へと確実に応力を伝達すること、さらに有限要

素法解析によりダイヤフラムとＰＢＬの荷重分担

割合を明らかにすることにより、本構造の有効性

が示された。本構造の開発の結果、密集した地下

条件下において確実な鋼製橋脚基礎を建設できる

ことができるとともに、アンカーフレームの省略

により大きなコスト縮減が図られた。

 さらに本構造は、今後鋼製橋脚基礎構造の単純

化（アンカーフレームの省略）技術への応用が期

待されるなど、他分野で技術の拡張が期待される

有望な技術と考えられる。

きた　　なみ　　くに　　 お

鋼－コンクリート複合構造の概念図
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☆戎橋のデザインコンペと整備

大阪市建設局　

⑴ 事業概要

　先代の戎橋は、1925年（大正14年）に架けられ

たもので、鉄骨鉄筋コンクリートの固定スラブ橋

として建設されたもので、大阪市内でも有数の古

い橋である。

　また、大阪を代表する繁華街ミナミの中心部に

位置し、普段でも週末には１日約10万人以上の人

が訪れるなど、大阪・ミナミのシンボルとして、

長年地元・大阪のみならず全国の人々に親しまれ

た橋である。

　しかしながら、建設後約80年が経過し、橋体の

変位に伴いアーチクラウン部の沈下や、コンクリ

ートアーチ部材のひび割れ等の損傷が著しく架替

えを必要としていたため、同時期に進められてい

た道頓堀川に遊歩道を設け「水の都大阪」の賑わ

いを再生する「道頓堀川水辺整備事業」の一環と

して事業を実施することとした。

　架替にあたっては、先代の橋に負けない、大阪

ミナミの新しいランドマークとして後世に残る橋

となるように、アンケートを実施したうえで広く

一般から橋のデザインを募集する「戎橋デザイン

コンペティション」を実施した。このような取り

組みにより新たに整備された戎橋は、末永く多く

の市民から愛され続け、大阪ミナミの活性化に寄

与するものと考えている。

・架設箇所　大阪市中央区道頓堀１丁目～宗右

衛門町

・事業経過　平成14年度　事業着手

　　　　　　平成15年度　デザインコンペ実施

　　　　　　平成16年度　現地工事着手

　　　　　　平成19年度　橋梁部完成

・総事業費　約13億円

⑵　橋梁諸元

・橋長　26.0ｍ

・幅員　全幅員：11.0m　中央円形部：18.0m

・設計荷重　Ａ活荷重

・上部構造形式　構造：鋼床版桁橋

・下部構造形式　基礎：鋼管杭基礎（径0.9m）

　　　　　　　　　躯体：ＲＣ逆Ｔ式橋台

【架替前】

鋼−コンクリート複合構造の建設状況

旧橋　戎橋

旧橋　戎橋（昭和４年撮影）
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３．優秀業績賞

　

☆周辺環境に配慮した超早強コンクリートによる

ＲＣ床版の迅速補強工事　

住友大阪セメント株式会社　

　都市内重交通路線である名神高速道路深草高架

橋および竹田高架橋は、1963年の供用開始以降交

通量の増加や車両の大型化と比例するように遮音

壁嵩上げ工事や舗装改良工事を実施し、一定の成

果を得てきている。ところが近年、車両の大型化

に起因する構造物の振動問題が顕在化してきた。

その原因の一つである床版の損傷劣化に伴う騒

音・振動の対策を講じるために移動荷重列による

シュミュレーション解析を行った結果、床版上面

増厚工法が最も効果があることが明らかになった。

このため、2006年度から本工法を採用し補強工事

を実施してきている。

　しかしながら深草・竹田高架橋における床版上

面増厚工事は、①影響のある通行止めを回避する

ために昼夜連続車線規制になること、②車線規制

に伴う多大な渋滞を最小限に抑える必要があるこ

と、③周辺住宅地への騒音・振動の発生を抑制し

なければならないことなど、制約が厳しい中で効

率的かつ迅速に実施する必要が生じた。さらに加

えて、コスト縮減も強く要請された｡

　西日本高速道路㈱においてはこの要求に応える

ために、従来の現場で製造する超速硬コンクリー

トに代えて、生コン工場からの出荷が可能な超早

強コンクリートの適用を検討することとした｡こ

のために、学識経験者を中心とした委員会を立上

げるとともに、数回に及ぶ試験施工により課題を

検証し、深草高架橋での本施工において適用性の

評価を行った。

　その結果、①低騒音・低振動の沿道環境に優し

い施工が可能であること、②騒音･振動の低減に

より夜間施工も可能となること、③生コン工場か

らコンクリートを供給することから施工量の大規

模化が図れ、施工期間の短縮が可能になること、

④施工翌日には所要の強度が得られ、新旧コンク

リートの一体性も確保できること、⑤床版コンク

リート費用の縮減（約40％）が可能であることを

確認した。

　西日本高速道路㈱関西支社においては本成果の

最優秀作品（小野　泰明氏）２次審査

新橋　戎橋（平面）

新橋　戎橋（側面）

【デザインコンペ最優秀作品】

【完成後】
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☆ユニバーサル歩道整備事業　

神戸市建設局　

１．概要

　高齢者・障害者の方や、ベビーカーなど、誰も

が、あんしんして歩ける安全なみちづくりを実現

するため、地域の様々な方の参画のもと、計画→

点検→工事→事後評価→というＰＤＣＡサイクル

を取り入れ、全市で歩道のユニバーサルデザイン

化を進めている

２．整備内容

⑴　交通バリアフリー基本構想に基づく重点整備

地区（三宮・元町・神戸・垂水地区）における

駅と主要施設を結ぶ経路のバリアフリー化（平

成22年度までに17㎞完了予定）

⑵　重点整備地区以外の乗降客数5000人以上の駅 

59駅と主要施設を結ぶ歩道の段差解消、視覚障

害者誘導用ブロックのＪＩＳ化（平成22年度完

了予定）

⑶　坂道や車の乗り入れなどにより生じている、

生活に身近な歩道の波打ちの解消（平成27年度

までに36km完了予定）

※上記の整備にあわせて、根上がり補修、街路灯

の増設・照度アップ等を総合的に実施

３．事業の進め方

　障害者や地域のみなさんとともに、ＰＤＣＡサ

イクルのもと事業を進めている。

⑴　事業実施箇所については、各区ごとにリーフ

レットを作成し、広くＰＲを実施

⑵　整備の前に、視覚障害者、車椅子利用者や地

域の住民の参画のもと、ユニバーサルデザイン

の視点からみちの点検を行い、整備内容を検討

⑶　整備完了後は、みちの点検に参加していただ

いた方や、通行者による事後評価を実施し、得

られた結果を今後の整備に反映

普及を図るために、「超早強コンクリートによる

上面増厚工法　設計・施工の手引き」を作成する

とともに、中国自動車道豊中高架橋床版補修工事

の一部に適用した。

かわらない

12％

非常に

よくなった

40％

よくなった　48％

評価結果
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整備前

整備前

４．まとめ

　障害者の方々と行うみちの点検では、一見相反

する意見もある。このような多様化したニーズを

調整しながら、だれもが利用しやすい道として納

得いただけるみちづくりを進めることが、本事業

の大きな目標である。

☆都市計画道路「堀越天神橋線」と「守山本通

線」の立体交差整備について　

名古屋市緑政土木局道路部道路建設課　

　都市計画道路「堀越天神橋線」は、本市北部に

おける東西方向の交通を受け持つ補助幹線道路で

ある。一方、都市計画道路「守山本通線」は名古

屋環状線を起点とし、本市北東部に隣接する尾張

旭市や瀬戸市と中心部を結ぶ幹線路線であるが、

交通量が多く慢性的な渋滞が発生していた。これ

に対応するため、都市計画では両路線を立体交差

によって接続し、守山本通線から名古屋環状線へ

集中する交通の一部を堀越天神橋線に分散させる

ようにした。

 守山本通線の本整備箇所は高低差のある複雑な

地形であるため、現道は掘割構造となっており、

さらに鉄道が近接している。このような制約条件

に加え、事業化に際しては、南北地域の連絡橋の

架設や本線の平面交差点化など、地域分断に対す

る地元住民の強い要望などを受け、整備計画の部

分的な見直しが求められた。

 こうして、平成２年度より事業に着手し、整備

計画の修正を行いながら事業を進めてきた結果、

平成19年３月、両路線の本線はＴ字交差点でつな

がり、側道は立体交差により接続し、整備が完了

した。

 「都市計画との適合」を念頭に置き、「住民の

利便性」や「費用対効果」の観点から、都市計画

区域内における計画の見直しによって、用地を追

加取得することなく、最小限の投資で守山本通線

の渋滞長を大幅に短縮できるなど、整備効果の高

い事業であったと考える。

路 線 名　名古屋都市計画道路３・５・104

号堀越天神橋線及び名古屋都市計

画道路３・４・108号守山本通線

都市計画決定　昭和21年７月23日（堀越天神橋線）

　　　　　　　昭和31年8月13日（守山本通線）

事 業 認 可　平成２年９月25日～平成21年３月

31日（平成19年３月８日　２路線

接続完了）

総 事 業 費　約22億円（うち本工事費約８億円）

延　　　　長　263ｍ

道 路 規 格　４種１級

設 計 速 度　40㎞

交 通 区 分　Ｂ交通

交 通 量　約21,000台（平日24時間）

事後点検

障害者や地域住民
との事前点検

広報

工事

Action

Check

Plan

Do

KANSAI ROAD STUDY ASSOCIATION

関西道路研究会
KANSAI

ROAD STUDY

ASSOCIATION

KANSAI ROAD STUDY ASSOCIATION
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